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憧
れ
だ
っ
た
『
草
払
い
機
』。
エ

ン
ジ
ン
を
背
負
っ
て
ブ
ン
ブ
ン
ブ

ン
！
島
の
人
を
見
て
、
格
好
が
い
い

な
と
思
う
光
景
の
ひ
と
つ
で
す
。
大

阪
時
代
に
は
触
れ
る
機
会
が
な
か
っ

た
の
で
、
い
つ
か
は
扱
っ
て
み
た
い

と
ズ
ー
ッ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

種
子
島
に
移
住
し
て
は
じ
め
て

迎
え
た
昨
年
の
夏
。
遂
に
そ
の
時
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
よ
い

ら
～
い
き
祭
」
の
準
備
で
空
き
地
の

草
払
い
を
し
て
い
た
時
で
す
。
当
然

の
事
な
が
ら
、
す
ぐ
に
は
使
わ
せ
て

も
ら
え
る
筈
も
な
く
、
憧
れ
の
機
械

を
横
目
に
草
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

「
近
く
に
寄
る
と
、
腕
が
ぶ
っ
飛
ぶ

ぞ
～
」
と
脅
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ

ら
ず
「
島
の
人
に
認
め
て
も
ら
い
た

い
！
」
と
い
う
空
回
り
の
気
合
い
と
、

迫
り
来
る
台
風
の
湿
気
を
帯
び
た

熱
風
で
（
←
言
い
訳
）、
知
ら
ぬ
間

に
草
払
い
機
の
近
く
に
寄
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。「
コ
ラ
ァ
～
！
」
と
鬼

の
形
相
で
怒
鳴
り
散
ら
さ
れ
、
音
で

気
配
が
感
じ
ら
れ
な
い
状
況
、
言
い

訳
が
許
さ
れ
な
い
状
況
を
再
度
諭
さ

れ
、
大
い
に
凹
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

「
あ
あ
～
、
今
回
は
チ
ャ
ン
ス
無
い

な
ぁ
」
と
、
の
ぼ
せ
そ
う
に
な
り
な

が
ら
草
を
集
め
て
い
る
と
「
や
っ
て

み
る
？
」
と
天
の
声
！
急
に
願
い
が

叶
っ
て
し
ま
っ
た
昂
揚
感
を
抑
え
、

刈
ら
れ
て
い
な
い
草
刈
り
場
を
グ
イ

グ
イ
と
押
し
進
ん
で
い
る
と
「
ダ
メ

じ
ゃ
ー
！
」
と
再
び
喝
が
飛
ん
で
来

ま
し
た
。「
た
だ
刈
れ
ば
い
い
っ
て

も
ん
じ
ゃ
な
い
！
ト
ラ
刈
り
に
な
ら

ん
ご
と
！
刈
っ
た
草
が
片
側
に
集
ま

る
よ
う
に
！
」
と
の
指
示
。
と
は
い

う
も
の
の
簡
単
に
は
習
得
出
来
る
は

ず
も
な
く
、
そ
の
日
の
作
業
は
終
了

し
ま
し
た
。「
あ
あ
、
何
の
役
に
も

立
て
ん
か
っ
た
な
ぁ
」
と
反
省
ば
か

り
の
夏
で
し
た
。

　

そ
し
て
リ
ベ
ン
ジ
の
機
会
も
な
い

ま
ま
、
迎
え
た
５
月
の
連
休
。
自
宅

の
周
り
の
草
払
い
を
し
ま
し
た
。
憧

れ
の
機
械
を
担
ぎ
、
一
人
作
業
着
を

着
て
い
る
自
分
を
誇
ら
し
く
思
い
。

よ
う
や
く
島
の
人
に
な
れ
た
の
か

な
？
と
一
人
で
ほ
く
そ
笑
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
し
て
作
業
開
始
！
前
回
か

ら
の
反
省
点
は
「
目
先
よ
り
も
、
後

の
事
を
考
え
ろ
！
」
で
す
が
エ
ン
ジ

ン
が
か
か
る
と
、
つ
い
つ
い
目
先
の

草
を
な
ぎ
倒
し
て
し
ま
い
ま
す
。
作

業
後
、
刈
り
取
っ
た
達
成
感
は
あ
る

も
の
の
、
後
始
末
で
左
右
に
大
き
く

散
ら
ば
っ
た
草
を
集
め
な
が
ら
自
分

を
諫
め
る
ば
か
り
で
し
た
。『
島
人

は
一
夕
に
し
て
成
ら
ず
』

　

夏
祭
り
ま
で
２
ヶ
月
あ
ま
り
、
そ

れ
ま
で
に
も
う
少
し
腕
を
上
げ
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
（
松
田
）

地域おこし協力隊通信（№ 20）　島人は一夕にして成らず

優勝旗奪還　第 87 回仲良し相撲

　

市
町
の
境
を
挟
ん
で
星
原
校

区
・
住
吉
校
区
（
西
之
表
市
）
の

親
睦
を
図
る
「
第
87
回
仲
良
し
相

撲
大
会
」
が
、
５
月
12
日
に
星
原

小
学
校
の
相
撲
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

星
原
校
区
は
、
小
学
生
男
子
５

人
、
女
子
11
人
の
計
16
人
の
力
士

が
出
場
。
団
体
戦
や
３
人
抜
き
な

ど
、
迫
力
の
あ
る
好
取
組
が
随
所

に
見
ら
れ
、
優
勝
旗
争
奪
戦
で
は
、

両
校
区
の
小
学
生
７
人
が
対
戦

し
、
力
強
い
応
援
を
背
に
、
一
戦

一
戦
手
に
汗
握
る
攻
防
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
４
勝
３
敗
で
２
年
ぶ
り

に
勝
利
し
、
優
勝
旗
を
手
に
し
ま

し
た
。
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簡
易
水
道
事
業
で
牧
場
共
有

地
か
ら
の
多
大
な
る
資
金
協
力

の
も
と
、
昭
和
33
年
５
月
国
の

認
可
を
受
け
て
着
手
し
て
以
来
、

60
年
間
地
域
住
民
に
水
道
水
を

供
給
し
て
き
た
中
之
町
水
道
組

合
が
４
月
14
日
を
も
っ
て
解
散

し
ま
し
た
。
先
人
の
功
績
を
後

世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
中
之

町
集
落
の
発
展
と
水
の
恵
み
が

あ
る
こ
と
を
願
い
記
念
碑
が
設

立
さ
れ
、
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。　

　

中
之
町
水
道
組
合
か
ら
は
町

へ
寄
付
金
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中之町水道組合記念碑設立式典
60 年間の功績をたたえ

　紙芝居「種子島の民話」

　

４
月
24
日
、
交
通
安
全
協
会

中
種
子
支
部
定
期
総
会
が
行
わ

れ
、
総
会
の
中
で
個
人
表
彰
と

し
て
戸
畑
貴
幸
さ
ん
が
交
通
安

全
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
さ
れ

ま
し
た
。
戸
畑
さ
ん
は
、
定
期

的
に
交
通
安
全
普
及
運
動
を
実

施
し
、
住
民
の
交
通
事
故
防
止

に
努
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
中
種
子
支
部
年
間

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
、「
横
断
は
、し
っ

か
り
よ
く
見
て
、
た
し
か
め
て

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
」
と
語
り
ま
し
た
。

交通安全功労者表彰
平成 30 年度支部表彰

笑顔満開　第 24 回なかたねちびっこふぇあ
　

町
連
合
青
年
団
が
主
催
す
る

「
第
24
回
ち
び
っ
こ
ふ
ぇ
あ
」
が
、

５
月
４
日
に
種
子
島
中
央
体
育

館
で
行
わ
れ
、
風
が
強
か
っ
た

も
の
の
、
青
空
の
中
多
く
の
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

島
内
は
も
ち
ろ
ん
、
島
外
か

ら
の
帰
省
客
も
多
く
、「
地
元
の

若
者
が
地
元
の
子
ど
も
た
ち
を

巻
き
込
み
頑
張
っ
て
い
る
姿
に

感
動
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
」

と
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

体
育
館
の
舞
台
で
は
Ｄ
ス
タ

イ
ル
に
よ
る
納
官
和
太
鼓
が
披

露
さ
れ
、
そ
の
勇
壮
な
演
奏
に

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
番
人

気
の
離
島
閃
隊
タ
ネ
ガ
シ
マ
ン

シ
ョ
ー
が
始
ま
る
と
、
子
ど
も

た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
声
援
を

送
り
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

当
日
は
他
に
も
、
パ
ト
カ
ー
・

白
バ
イ
・
消
防
車
に
乗
っ
て
の

記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
や
飲
食
・

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
合
わ
せ
て
18

ブ
ー
ス
も
の
出
店
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も

思
い
出
に
残
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
実
行
委
員
長
の
鎌
田
紘

佑
さ
ん
も
「
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
見
れ
て
幸
せ
で
す
」
と
語

り
ま
し
た
。

　多くの客でにぎわう会場 　園の上空から

  商工会青年部「焼き鳥」

　D-style「納官和太鼓」
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フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン

ズ
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
の
ジ
ェ
ッ
ト

チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
、
４
月
25
日

に
小
牧
空
港
（
愛
知
県
）
か
ら

就
航
し
、
74
人
の
ツ
ア
ー
客
が

種
子
島
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。

　

空
港
で
は
、
種
子
島
空
港
利

用
促
進
協
議
会
の
関
係
者
を
は

じ
め
、
本
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
「
ベ
ニ
ー
ち
ゃ
ん
」

な
ど
が
出
迎
え
、
歓
迎
式
で
は

火
縄
銃
保
存
会
に
よ
る
火
縄
銃

の
試
射
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
空
港
を
後
に
し
た

ツ
ア
ー
客
は
２
泊
３
日
の
日
程

で
種
子
島
と
屋
久
島
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
は
、
71
回
１
３

４
便
が
、
小
牧
空
港
、
松
本
空

港
（
長
野
県
）、
米
子
空
港
（
鳥

取
県
）
神
戸
空
港
（
兵
庫
県
）、

秋
田
空
港
（
秋
田
県
）、
出
雲
空

港
（
島
根
県
）
な
ど
全
国
各
地

か
ら
７
２
８
１
人
が
訪
れ
、
過

去
最
高
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
種
子
島
空
港
か
ら
各

地
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
も
就
航

し
、
多
く
の
ツ
ア
ー
客
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
も
数
多
く
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
就
航
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

４
月
30
日
か
ら
５
月
７
日
ま

で
の
８
日
間
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
女

子
陸
上
競
技
部
が
合
宿
に
訪
れ

ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
誘

致
推
進
協
議
会
（
蓮
子
信
二
会

長
）
か
ら
車
エ
ビ
、
教
育
長
か

ら
黒
豚
、
特
産
品
協
会
か
ら
プ

リ
ン
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

監
督
の
安
養
寺
俊
隆
さ
ん
は

「
昨
年
ク
イ
ー
ン
ズ
駅
伝
（
全
日

本
実
業
団
女
子
駅
伝
）
で
準
優

勝
で
き
た
が
、
こ
の
結
果
に
満

足
せ
ず
優
勝
を
目
指
し
て
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

パナソニック女子陸上競技部歓迎
スポーツ合宿等誘致推進協議会

種子島空港がツアー客でにぎわう　ジェットチャーター便が就航

「桜を見る会」へ
鎌田勇二郎議長招待

　

４
月
21
日
、
安
倍
内
閣
総
理

大
臣
が
主
催
す
る
「
桜
を
見
る

会
」
が
東
京
新
宿
御
苑
で
開
催

さ
れ
、
鎌
田
勇
二
郎
議
長
が
招

待
さ
れ
ま
し
た
。
御
苑
内
の
桜

は
す
っ
か
り
散
り
、
緑
生
い
茂

る
陽
気
の
中
で
、
各
界
の
著
名

人
約
１
万
７
５
０
０
人
が
招
待

さ
れ
、
大
変
華
や
か
な
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

鎌
田
議
長
は
「
園
遊
会
に
続

い
て
の
招
待
で
身
に
余
る
光
栄

で
す
。
町
民
の
方
々
に
深
く
感

謝
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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５
月
12
日
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
レ
ッ
ド
ロ

ケ
ッ
ツ
（
女
子
プ
ロ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
）
の
選
手
３
名
が
来
町
し
、

種
子
島
中
央
体
育
館
に
お
い
て

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

島
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

中
・
高
校
生
が
集
ま
り
、
第
一

線
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
の
ト

ス
、
レ
シ
ー
ブ
、
ア
タ
ッ
ク
な

ど
の
指
導
を
熱
心
に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
レ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ツ
は
、

今
回
初
め
て
本
町
で
教
室
を
開

き
ま
し
た
。

中種子よいら～いきバレーボール教室
種子島中央体育館にて開催

県知事現地視察
竹屋野ニガダケ生産組合

　

５
月
12
日
に
竹
屋
野
集
落
の

ニ
ガ
ダ
ケ
生
産
組
合
（
鎌
田
勇

二
郎
組
合
長
）
を
三
反
園
訓
県

知
事
が
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

天
ぷ
ら
や
佃
煮
、
肉
巻
き
な

ど
数
々
の
ニ
ガ
ダ
ケ
料
理
を
試

食
し
、「
甘
み
が
あ
っ
て
素
晴
ら

し
い
味
わ
い
。
地
元
の
方
々
と

一
緒
に
、
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

ニ
ガ
ダ
ケ
生
産
組
合
は
県
の

地
域
振
興
推
進
事
業
を
導
入
し
、

２
０
１
６
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

20 周年記念植樹
平九会

大東製糖種子島株式会社
トーシン（株）種子島健康工場

　

ト
ー
シ
ン
株
式
会
社
種
子
島
健

康
工
場
が
４
月
２
日
に
設
立
し
た

大
東
製
糖
種
子
島
株
式
会
社
へ
引

き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

に
伴
い
４
月
20
日
に
本
町
と
立
地

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
大
東
製

糖
株
式
会
社
は
、
千
葉
県
と
大
阪

府
に
生
産
拠
点
を
持
ち
、
黒
砂
糖

に
代
表
さ
れ
る
含
蜜
糖
で
は
日
本

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
獲
得
し
て
い
ま

す
。
ト
ー
シ
ン
株
式
会
社
が
行
っ

て
い
た
黒
糖
、
キ
ビ
酢
、
安
納
イ

モ
（
焼
き
イ
モ
）
な
ど
の
事
業
は

そ
の
ま
ま
承
継
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
九
会
（
へ
い
き
ゅ
う
か
い

黒
木
憲
昭
会
長
）
は
、
結
成
20

周
年
に
あ
た
り
、
中
種
子
町
の

青
少
年
健
全
育
成
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
充
実
を
願
い
、
４
月
21
日
、

太
陽
の
里
に
記
念
植
樹
（
イ
ペ

の
木
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
平
成
９
年
度
の

中
種
子
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

メ
ン
バ
ー
有
志
で
構
成
し
て
お

り
、
現
在
も
年
２
回
の
交
流
事

業
を
実
施
し
な
が
ら
、
奉
仕
の

精
神
を
継
続
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
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まちの話題　　各課からのお知らせ

元気に明るく活動
高齢者学級どんぐり開講式

　
『
福
寿
大
学
』
か
ら
『
ど
ん
ぐ

り
』
と
名
称
を
改
め
、
４
月
19

日
に
中
央
公
民
館
小
会
議
室
に

て
平
成
30
年
度
開
講
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
昨
年
度
よ
り
３
人

増
の
17
人
で
、
こ
れ
か
ら
一
年

間
を
通
し
て
、
講
話
や
健
康
体

操
、
調
理
実
習
や
一
日
遠
足
な

ど
、
多
種
多
様
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
受
講
し
て
い
き
ま
す
。

　

開
講
に
あ
た
り
学
級
長
の
山

小
田
雅
子
さ
ん
が
「
み
ん
な
で

元
気
に
明
る
く
活
動
し
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

児
童
や
生
徒
を
対
象
に
し
た

交
通
安
全
教
室
が
４
月
10
日
か

ら
幼
稚
園
や
保
育
所
、
各
学
校

で
行
わ
れ
、
安
全
な
道
路
の
渡

り
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

警
察
官
の
指
導
の
も
と
、
質

問
形
式
に
よ
る
交
通
安
全
に
関

す
る
認
識
の
確
認
、
模
擬
道
路

を
使
用
し
た
横
断
歩
道
の
渡
り

方
の
練
習
な
ど
、
児
童
生
徒
ら

は
真
剣
に
授
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
の
安
全
を
祈
り
、

先
生
方
も
熱
心
に
指
導
し
て
い

ま
し
た
。

道路の渡り方を学習
交通安全教室

　野間小学校

各課からのお知らせ　

平成 30 年度熊野海水浴場監視員および自然レクリエーション村
管理人、海の家出店者を募集します
◎お問い合わせ先　役場企画課商工観光係㉗ 1111 内線 301

　熊野海水浴場において監視員および自然レクリ
エーション村の管理人を募集します。
■募集人員
　管理人１名　監視員４名（常時２名体制）
■勤務期間
　平成 30 年６月 29 日（金）～９月２日（日）
■勤務時間
　午前８時 30 分～午後５時 15 分まで
■賃金
　管理人　日給 6,100 円
　監視員　日給 6,700 円
■申込方法
　平成 30 年６月４日（月）までに履歴書と印鑑
をご持参の上、役場企画課までお越しください。
　

　熊野海水浴場開設における海の家の出店者を募
集します。
■出店期間
　平成 30 年６月 30 日（土）～９月２日（日）
■出店場所
　中種子町自然レクリエーション村（入口駐車場
敷地内とする）
■申込期限
　平成 30 年６月４日（月）まで
　※出店を希望される方は、役場企画課商工観光
係までお問い合わせください。
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　各課からのお知らせ

各課からのお知らせ　

ウミガメ保護監視委員を委嘱
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課環境衛生係㉗ 1111 内線 201

　ウミガメ保護監視員の委嘱式が４月 24 日に町
長室でありました。
　本年度も平鍋の笹川重幸さんと笹川二成さん
が、ウミガメ監視員に委嘱され、5 月 10 日から
8 月 31 日までの期間のうち 45 日間、長浜海岸
一帯のウミガメの保護にあたります。
　アオウミガメの上陸・産卵は鹿児島県が日本一
ですが、その中でも中種子町の「長浜海岸」は屋
久島に次ぐ全国で２番目に多い上陸地となってい
ます。
※県内全域の海岸（海域除く）で、許可なくウミ
ガメの捕獲や卵の採取は、禁止されています。

平成 29 年度実績
■監視面積　10 ヘクタール（延長 12㌔）
■監視日数　45 日間
■上陸頭数　694 頭（前年度比 130 頭増）
■産卵頭数　486 頭（前年度比 27 頭増）

漁業再生活動の取り組み
◎お問い合わせ先　役場農林水産課林務水産係㉗ 1111 内線 202

1. 集落協定の概要
●市町村名　中種子町
●協定締結集落名　ごんげん中種子集落
●交付金額　6,986,188 円
●協定参加世帯数
　59 世帯（内漁業世帯数 50 世帯）
2. 協定締結の経緯
　漁獲の減少または魚価低迷、漁業者の減少や高
齢化などの問題を抱えている中、漁業の活性化を
目指し離島交付金による漁業再生活動に取り組み
ました。
3. 取り組み内容
●トコブシの稚貝放流
　東海岸に 2.1 万個と西海岸に 2.8 万個の計 4.9
万個を放流。
●カサゴ稚魚放流
　6,000 尾を放流。
●イカ柴投入事業
　２月から３月に８箇所、イカ柴を投入し、産卵
場を整備。
●回遊魚の餌付け
　７月から８月に、１集落で沖アミで餌付けを
実施。

●サメ駆除対策事業
　６月に実施。
●漁場監視
　４月から５月の間に３集落で密漁の監視。
●漁食普及
　町農林漁業祭でタルメをフィッシュバーガーに
加工し試食会を実施。
　魚料理教室を３回実施。
●新たな漁具・漁法の導入
　延縄を道具が瀬に掛からないように改良して２
月と３月に操業しました。
4. 取り組みの成果
　トコブシの稚貝放流および漁場監視により資源
確保が図られ、安定的な水揚げに繋がりました。
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

農業者年金受給者の皆様、現況届けをお忘れなく !!
◎お問い合わせ先　農業委員会振興係㉗ 1111 内線 227

　農業者年金受給者は、毎年１回現況届けの提出
が必要です。「農業者年金基金」から送付された
現況届けに必要事項をご記入の上、農業委員会ま
で提出をお願いします。
■対象者
　平成 29 年６月 30 日以前に、経営移譲年金ま
たは農業者老齢年金の年金手続きをした方で年金
証書の交付を受けた方。
■提出期間
　６月１日（金）～ 29 日（金）
※未提出の方は、11 月からの年金支払いが差し
止めとなりますのでご注意ください。

■代理人が記入する場合
　事情により本人が記入できないときは、親族な
どの代理人が記入することができます。ただし、
代理人の方は、氏名・住所・電話番号のほか、受
給者との関係の記入も必要となります。

被選任区 役職 氏名 監事 被選任区 役職 氏名 監事

第１星原被選任区 理事 田中　義人

春田　守

第５野間下被選任区 理事長 浜脇　吉嗣

総括監事
永浜　一春

第２納官被選任区 副理事長 園中　勝弘 第６油久被選任区 理事 浦元　隆一

第３増田被選任区 理事 馬場　賢治 第７南界被選任区 筆頭理事 潮　惠男

第４野間上被選任区 理事 久保田純一 第８岩岡被選任区 理事 森山　昭市

土地改良区新役員紹介
◎お問い合わせ先　土地改良区㉗ 1111 内線 267　　　　　　　　　

　平成 30 年３月 28 日開催の、第 53 回通常総
代会にて次のとおり新役員が決定されました。
　任期は、平成 30 年４月 26 日から平成 34 年
４月 25 日までの４年間です。　　　　　　　　

　よろしくお願いいたします。
　（役職は平成 30 年４月 13 日開催の、臨時幹事
会および理事会にて決定）

　老齢年金を受給している方
　　→　農業者老齢年金受給権者現況届
　経営移譲年金を受給している方
　　→　経営移譲年金受給権者現況届
※ 5 月末に「農業者年金基金」から送付されます。

農薬散布時の注意事項
◎お問い合わせ先　役場農林水産課農政係㉗ 1111 内線 253

　まわりの作物への農薬の飛散や、健康被害の発
生を防ぐため、次のことに注意しましょう。
・散布する前に十分な周知を行いましょう。
・散布量が多くなりすぎないように気をつけま
しょう。
・風の弱い時に風向に気をつけて散布しましょう。
・散布の方向や位置に気をつけて散布しましょう。

・細かすぎる散布粒子のノズルは使わないように
し、散布圧力を上げすぎないようにしましょう。
・農薬の表示ラベルを確認し、使用基準を遵守し
ましょう。
・最終有効年月の過ぎた農薬は使用しないように
しましょう。
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みんなで防ごう土砂災害（６月１日～ 30 日）
◎お問い合わせ先　役場建設課管理係㉗ 1111 内線 242

　大雨や台風、地震などによる土石流やがけ崩れ
などの土砂災害が発生すると、多くの尊い人命が
失われます。土砂災害から生命を守るため、日ご
ろから次の点に注意し、早めの避難を心がけま
しょう。

・雨の降り方に注意しましょう。
・土砂災害の前ぶれを知っておきましょう。
・危険箇所を知っておきましょう。
・避難場所を知っておきましょう。
・逃げ方を知っておきましょう。

平成 30 年度中種子町交通安全教育指導員および交通安全婦人部
◎お問い合わせ先　役場総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222

氏名 担当地区

支 部 長 和田　茂 （栄　町） 野間下

副支部長 春田　清徳 （平　鍋） 納　官

副支部長 平山　信一郎 （満足山） 野間下

会　　計 濱崎　秀志 （旭　町） 野間上

指 導 員 山下　孝二 （浜津脇） 星　原

指 導 員 岩坪　静哉 （砂　中） 星　原

指 導 員 岩屋　浩一 （秋佐野） 増　田

指 導 員 成尾　正一 （上　方） 野間上

指 導 員 中嶋　喜代子 （伏之前） 野間上

指 導 員 日高　美子 （旭　町） 野間上

指 導 員 深町　辰夫 （伏之前） 野間下

指 導 員 小島　次雄 （美　座） 油　久

指 導 員 熊野　與志夫 （熊　野） 南　界

指 導 員 中野　重義 （長　谷） 南　界

指 導 員 春田　守 （平　鍋） 納　官

指 導 員 橋本　徹 （横　町） 野　間

氏名 担当地区

部 　 長 永浜　三津子 （阿高磯） 全　域

副 部 長 迫田　敏子 （美　座） 全　域

会 　 計 黒木　晴代 （本　村） 全　域

部 　 員 松下　和子 （浜津脇） 星　原

部 　 員 岩屋　ともみ （秋佐野） 増　田

部 　 員 濱　絵麻 （原之里） 納　官

部 　 員 日高　美幸 （大　平） 野間上

部 　 員 石堂　澄江 （畠　田） 野間下

部 　 員 里園　ノリエ （東之町） 油　久

部 　 員 山本　薫 （新　町） 南　界

部 　 員 提　涼子 （衣之平） 岩　岡

交通安全教育指導員　※敬称略　　　　　　　　　   交通安全婦人部　※敬称略

　交通安全教育指導員と交通安全婦人部は、交通
安全のための広報活動に従事し、歩行者（特に児
童・生徒や老幼者など）に対し、正しい歩行と正

しい横断など安全通行の指導をします。
　また、交通安全協会や警察署などと交通安全運
動の活動を実施します。
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

６月４日～ 10 日は歯と口の健康週間です
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

　平成 30 年度の標語は『のばそうよ　健康寿命
　歯みがきで』です。
　お口の健康について考えてみましょう。健康で
長生き、上手に老いるために、住み慣れた地域で
最期まで自分の口から食べるためには、口腔ケア
が健康寿命に大きく関わっています。子どもから
高齢者まで口の健康を守り、かむ力を維持するた
めに、まずは美味しく食事をすることから始めま
しょう。味覚はしっかり噛んで食べることで感じ
ることが出来ます。自分の歯がなくても、入れ歯
でしっかり噛める状態であれば大丈夫です。食事
の後はしっかり自分にあった、口腔ケアをしま
しょう。定期検診を必ず受けるようにしましょう。

「食べる楽しみ」：「料理」「食べ方」で五感を刺激
し育む！！
・味覚：噛んで味わう・薄味を感じる
・臭覚：料理の香り・食材の匂いを感じる
・視覚：食材の色・大きさ・料理の盛りつけ
・触覚：食感・のどごし・食材に触れる
・聴覚：料理の咀嚼の音・食事の時の会話

平成 30 年度の校区・集落行政連絡員　※敬称略

◎お問い合わせ先　役場総務課行政係㉗ 1111 内線 211

星原校区 池之平 織部　智博 町山崎 寺田　幸広 南界校区
校区長 濵田　三昭 秋佐野 基　威津雄 阿　曽 宮地　明 校区長 古市　薫

牧　川 鮫島　達 戸　畑 橋口　敏成 竹屋野 鎌田　英章 輪之尾 川口　直繋

浜津脇 松下　基文 向井町 岩屋　春義 高　峯 南　博徳 田　島 山口　忠行

上之城 德永　政憲 中之町 西村　正美 大牟礼 田平　学 東　目 古市　勝義

坂　元 長深田美佐男 郡　原 新開　輝幸 伊　原 前平　孝文 本　村 黒木　恵一

竹之川 橋野　敏成 古　房 野辺　盛幸 下　田 濵脇　時則 中　田 池山　孝治

広　野 桝田　チヅ子 野間校区 満足山 鮫島　東海洋 長　谷 西　勇二

砂　中 松　健二郎 校区長 日髙　信幸 阿　保 塙　泰則 原　尾 遠藤　順一郎

深久保 金城　栄祐 中　山 松原　浩則 油久校区 熊　野 折戸　春己

納官校区 大　平 柳野　一郎 校区長 日髙　昇 新　町 村川　昇治

校区長 梶原　荘平 池之向 奥　辰雄 広ケ野 森　英雄 塩　屋 鎌田　昭一

宝　来 酒匂　政雄 伏之前 松下　德一 東之町 里園　勝久 岩岡校区
平　鍋 笹川　博文 松　原 尾辻　義憲 女　洲 浦邊　洋幸 校区長 髙礒　誠

原之里 日髙　睦男 上　方 田中　康雄 向　町 中川　静太郎 阿高磯 川下　市郎

春　田 田邊　敏春 横　町 新郷　眞弓 西之町 西田　光義 屋久津 八汐　敏彦

増田校区 旭　町 日髙　満 美　座 下村　隆二 梶　潟 折戸　洋直

校区長 遠藤　博 栄　町 水溜　邦哉 西之山 知念　義久 衣之平 提　史明

二十番 昇　一憲 畠　田 永井　春喜
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期別 納期限

町県民税 １期 ７月２日（月）

固定資産税 １期 ７月２日（月）

介護保険料 ２期 ７月２日（月）

後期高齢者医療保険料 ２期 ７月２日（月）

　６月は下表の税・保険料などの納期限となって
おります。
　納期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も
発生する場合がありますので、期限内の納入をお

願いします。すでに納期限を過ぎた分についても、
お早めの納付をお願いします。
　なお、町県民税および固定資産税の納税通知書
は６月上旬に発送予定です。

税・保険料などの納期限について
◎お問い合わせ先　役場税務課管理収納係㉗ 1111 内線 236・町民保健課高齢者医療係㉗ 1111
　　　　　　　　　内線 289・福祉環境課介護保険係㉗ 1111 内線 293

大麻やケシを見つけたらご連絡ください
◎お問い合わせ先　西之表保健所衛生環境係㉒ 1133

　大麻やケシは法律により栽培が規制されている
植物です。ポピーなどと間違え植えてしまったり
繁殖力が強いため自然に生えたりしていることが
あります。もし大麻やケシかもしれない植物を見
つけたら、抜かずに保健所までご連絡ください。
■大麻の特徴
　[ 葉 ] ３～９枚の小葉が集まって手のひらのよ
うな形　[ 茎 ] 太くまっすぐに立ち大きいものは
３ｍほど　[ 花 ] 夏に咲き雌花は樹液でネバネバ
する

■ケシ ( ソムニフェルム種 ) の特徴
　[ 花 ] ４～６月に咲き色は赤・桃・紫・白など
[ 果実 ] 球形で上部が平たい皿のような形　[ 草丈 ]
開花期には１ｍ程
※オニゲシ・ヒナゲシは栽培してもよいケシです

春から秋はマダニに注意を！
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

　マダニに咬まれた場合、重症熱性血小板減少症
候群などに罹患する可能性があります。草むらや
藪などマダニが多く生息する場所に入る場合には
下記の点にご注意ください。

【重症熱性血小板減少症候群の症状】
●発熱、倦怠感、食欲低下、消化器症状、リンパ
節腫脹、出血症状
●潜伏期間は６日～２週間

【感染予防対策】
●肌の露出を少なくする

　・長袖、長ズボンを着用する
　・帽子、手袋を着用し、首にタオルを巻く
　・足を完全に覆う靴を履く（サンダルなどは避
　ける）
●シャツの裾はズボンの中に、ズボンの裾は靴下
や長靴の中に入れる
●明るい色の服を着る（マダニを目視しやすい）

【もし咬まれたら・・・】
●無理に引き抜こうとせず、医療機関を受診して
除去してもらってください



広報なかたね 2018.6 月号　12

各課からのお知らせ　　くらしの情報　information

　ハンセン病問題に対する解決の促進を図るため
に、県では「ハンセン病問題を正しく理解する週
間」を定めています。
　誤った隔離政策によって、強制的に隔離され、
ご本人だけでなく、ご家族も偏見や差別を受け、
かけがえのない多くの方々の人生が奪われまし
た。
　病気が治っても家族の元へ帰れず、社会復帰が
難しい状況にあり、今もなお多くの方々が、療養
所での生活を余儀なくされています。

　長い間、偏見や差別に苦しめられたハンセン病
であった方々などが、平穏に安心して生活できる
地域づくりのために、また、二度とこのような悲
しい歴史を繰り返さないために、私たち一人ひと
りが、ハンセン病問題とは何かを正しく理解する
ことが大切です。

◆ハンセン病問題を正しく理解する週間
　平成 30 年６月 17 日（日）～６月 23 日（土）

「ハンセン病問題を正しく理解する週間」に関するお知らせ
◎お問い合わせ先　中種子町保健センター㉗ 1133

「大阪－種子島」線の臨時便（直行便）が就航します
◎お問い合わせ先　種子島空港利用促進協議会（役場企画課）㉗ 1111（内線 286）

　夏休み期間「大阪－種子島」線の臨時便（直行
便）が就航します。
　乗り継ぎ無しの 85 分！帰省や旅行が便利にな
ります。
　関西・中部地区在住の親戚・知人へもお知らせ
ください。
※今シーズンよりジェット機での運航となりま
す。
■運航日　
　平成 30 年８月１日～８月 31 日（31 日間）
■ ダイヤ

区　　　間 出　発 到　着
大阪（伊丹）　→　種子島 12:45 14:10
種子島　→　大阪（伊丹） 14:40 15:45

■ 使用機材　J-AIR　エンブラエル 170（E70）　
76 人乗り
JAL 国内線ファーストクラスの機内食として
　今月５月より JAL 国内線ファーストクラス羽
田－札幌、羽田－福岡、羽田－伊丹、羽田－那覇
の４路線の機内食に（有）菓子処渡辺の紫芋巴

ぱ

維
い

が提供されることになりました。
　６月は安納芋巴

ぱ

維
い

が提供される予定です。

登記相談所の開設について
◎お問い合わせ先　役場総務課行政係㉗ 1111 内線 211

　６月 12 日（火）午前 10 時から午後３時まで、
中央公民館小会議室において、法務局による登記
相談所を開設します。
　申請手続や土地調査などでお困りの方は気軽に
お越しください。

　相談には予約が必要となりま
すので、６月６日（水）までに
役場総務課行政係まで連絡をお
願いします。
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　くらしの情報　information

種子島大学７月開校
　平成 30 年は明治維新 150 周年、大河ドラ
マ「西郷どん」、そして 2020 年の東京オリン
ピックまでを国内外へ種子島をアピールでき
る大きなチャンスと捉え、交流人口増を図る
ために求められる次世代の人材育成と島の魅
力ある地域資源を新たに発掘・発見し、磨き
をかけた観光コンテンツの充実が急務。
　当実行委員会は、種子島大学を開校・運営し、
人材の育成と観光コンテンツの造成に取り組
みます。
　種子島大学には、校舎がありません。島が
まるごとキャンパスです。入試もありません。
島民参加でつくる、出会いと学びの楽校（が
っこう）です。自然・文化・歴史・健康・宇
宙芸術をテーマに、種子島の魅力を再発見で
きるような授業を展開します。
■具体的な取り組み
(1) たねがしま学科
　体験を通して種子島の「自然・歴史・芸術・
文化・伝統・技術」などを学び、種子島の魅
力を再発見する養成講座
(2) 星空ソムリエ学科
　種子島の魅力ある地域資源のひとつである

「星空（天体）」について学び、星空ガイド２
級をめざす。　
■対象・定員
　種子島にお住まいの 18 歳以上の方・30 人
■参加費　
　年会費 3,000 円（講座テキスト料＋イベン
ト保険料）
■事業期間　
　平成 30 年４月１日～平成 31 年２月 28 日
■募集期間
　平成 30 年６月 3 日（日）～６月 24 日（日）
■学校説明会
　６月３日（日）午後２時～午後３時
■会場
　中種子町役場中央公民館小会議室
■お問い合わせ先
　種子島大学実行委員会
　㉖ -6513　FAX ㉖ -6523
　http://tanegashima.main.jp/

平成 30 年度調理師試験について
■試験期日
　平成 30 年８月 21 日（火）
　午後０時 30 分～午後２時 30 分まで
■場所
　かごしま県民交流センター
■受験願書受付期間
　平成 30 年５月 28 日（月）～６月１日（金）
■お問い合わせ先
　西之表保健所（健康企画課健康増進係）
　㉒ 0012

平成 30 年度中種子養護学校
学校見学会・体験学習会のご案内
　中種子養護学校では、学習の様子や施設な
どを参観し、本校の教育に対する理解を深め
る学校見学会・体験学習会を行います。　
■日時　
　７月４日（水）午前９時～午前 11 時 20 分
　※教育相談を希望される方は、午前 11 時
　20 分～午後２時 15 分に設定します。
■申込方法
　所定の用紙に必要事項を記入して、平成 30
年６月 18 日（月）までに申し込んでください。
　なお、電話や FAX での申込みも受け付けて
います。
■申込先（お問い合わせ先）
　鹿児島県立中種子養護学校　教頭まで
　㉗ 2818　FAX ㉗ 0167

B 型肝炎訴訟・無料相談会
　日本では、集団予防接種の際使用する注射
器の使い回しにより、40 万人以上の方が B 型
肝炎に感染しました。予防接種によって B 型
肝炎に感染した患者・ご遺族には、国から給
付金が支給されます。どうぞお気軽にご相談
ください。
■日時
　６月３日（日）午前９時 30 分～午後１時
■場所
　中種子町役場中央公民館
■お問い合わせ先
　岡千尋法律事務所　㉘ 3969
　※当日は完全予約制です。
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生涯学習だより　　生涯学習だより　
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■今後の自主文化事業予定
　７月６日（金）　子ども芸術センター舞台芸術巡回公演「しょうぼうじどうしゃ　じぷた」
　８月９日（木）　自主文化事業「サンクトペテルブルグ国立舞台サーカス」

映画「ゆずの葉ゆれて」
◎お問い合わせ先　役場社会教育課文化係（種子島こりーな）㉗ 3711

　（種子島こりーなシネマクラブ映画上映）
　鹿児島を舞台に製作された本作は、夫婦と隣家
の少年とのふれあいを通じて、いつの時代も変わ
ることのない「人と人との絆」、本当の幸せとは
何かをさわやかな語り口で問いかけています。
　ぜひ、ご家族でご鑑賞ください。
■日時　６月 16 日（土）
　　　　開場　午後６時 30 分
　　　　上映　午後７時
■会場　種子島こりーな

■シネマクラブ会員証
　年間会員会費
　　一般　　　　5,000 円
　　高校生以下　3,000 円
　１回のみの会員会費
　　一般　　　　1,000 円
　　高校生以下　　700 円
※観覧を希望する方は、シネマクラブ会員証が
必要です。
　年間６回以上の上映を予定しています。
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着任のご挨拶　　公立種子島病院 Dr　白土　裕也　公立種子島病院㉖ 1230
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た
。
出
身
は

福
島
県
西
郷
村
で
、
那
須
連

峰
を
仰
ぎ
見
る
位
置
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
福
島
県
内

で
も
一
番
最
後
に
桜
が
咲
く

よ
う
な
寒
い
と
こ
ろ
で
す
。

福
島
を
流
れ
る
阿
武
隈
川
の

源
流
が
あ
り
、
水
と
空
気
の

お
い
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

経
歴
で
す
が
、
薬
科
大
学

卒
後
、
仙
台
で
薬
物
の
不
正

使
用
を
取
り
締
ま
る
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
思
う
と
こ

ろ
が
あ
り
28
歳
で
山
形
大
学

医
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
の
病
院
の
自

治
医
科
大
学
で
仕
事
を
し
て

き
ま
し
た
。
趣
味
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
で
す
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
目
的
で
ラ
ン
ニ

ン
グ
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

走
っ
た
後
の
食
事
が
お
い
し

い
た
め
な
か
な
か
体
重
が
減

ら
な
い
の
が
困
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
種
子
島
は
サ
ー
フ
ィ

ン
で
有
名
な
土
地
と
の
こ
と

で
す
の
で
、
機
会
を
作
っ
て

挑
戦
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
回
は
ご
縁
が
あ
り
、

こ
ち
ら
で
働
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
怖

さ
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒

は
、
短
時
間
に
大
量
に
お
酒

を
飲
む
こ
と
に
よ
り
血
中
ア

ル
コ
ー
ル
濃
度
が
急
上
昇
し

て
、
脳
に
影
響
を
与
え
る
状

態
を
い
い
ま
す
。
状
態
が
進

ん
で
「
酩
酊
」
や
「
泥
酔
」

を
超
え
る
と
、
正
常
に
歩
け

な
く
な
っ
た
り
意
識
が
も
う

ろ
う
と
し
ま
す
。
さ
ら
に
進

む
と
意
識
を
失
っ
た
り
失
禁

し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
、

な
お
も
進
行
が
進
む
と
脳
の

呼
吸
中
枢
が
正
常
に
働
か
な

く
な
っ
て
死
に
至
り
ま
す
。

　

も
し
一
緒
に
飲
ん
で
い

る
人
が
急
性
ア
ル
コ
ー
ル

中
毒
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

１
１
９
番
通
報
を
し
、
救
急

車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ

の
間
、
体
温
が
下
が
る
た
め

横
に
向
け
て
寝
か
せ
（
体
位

回
復
）
保
温
し
、
衣
類
を
ゆ

る
め
て
楽
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
無
い

よ
う
に
、『
楽
し
く
安
全
に
』

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　

　食生活改善推進員コーナー 　

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
「
食
」
に
関
心

を
持
て
る
よ
う
親
子
や
仲
間

と
一
緒
に
料
理
を
楽
し
む

「
お
や
こ
料
理
教
室
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

食
育
の
話
、
料
理
教
室
、

む
し
歯
予
防
の
話
の
３
時
間

の
教
室
と
な
っ
て
お
り
、
親

子
で
一
緒
に
料
理
を
楽
し
く

作
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
お
友
達

と
一
緒
に
作
れ
て
楽
し
い
、

野
菜
を
切
る
の
が
楽
し
い
な

ど
、
普
段
な
か
な
か
で
き
な

い
作
業
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

保
護
者
の
方
は
、
家
で
は

子
ど
も
と
ゆ
っ
く
り
一
緒
に

作
れ
な
い
の
で
良
い
機
会
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

教
室
の
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
・
園
を
通
じ

て
保
護
者
の
方
に
案
内
文
が

届
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
！

　中種子中学校料理教室 　増田小学校大型紙芝居
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地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
㉗ 1223

　水中運動教室を開催します
　７～９月の期間限定で、流水プールにおいて介
護予防運動教室を開催します。対象者は階段を昇
るのに手すりがいる方、家の中でつまずく方など、
膝や腰に不安のある方です。
　水中では、膝や腰などの関節にかかる負担も少
なく、効果的な運動をすることができます。楽し
く、基本的な動きを学び、足腰を丈夫にしてみま
せんか。
■日　　程　7 月 18 日（水）～ 9 月 12 日（水）
　　　　　の期間中、週１回午後７～８時
■会　　場　太陽の里流水プール
■対　象　者　町内居住の 65 歳以上の方で、膝や
　　　　　腰に不安のある方。
　　　　　※ただし、運動制限のない方に限ります。
■定　　員　20 名程度（プールでの運動教室に
　　　　　初めて参加する方優先とします。）
■講　　師　よいらーいきスポーツクラブ宇都健
　　　　　康運動指導士
■内　　容　水中で介護予防に効果的な運動を行
　　　　　います。

■参　加　費　無料
■持　ち　物　水着またはＴシャツと短パン、バス
　　　　　タオル、水分など
■募集期間　6 月 7 日（木）～ 7 月 6 日（金）
■申  込  先　地域包括支援センター

熊毛郡歯科医師会からのお知らせ
　６月４日から６月 10 日までは「歯と口の健康
習慣」です。お口の健康は、心臓血管疾患、糖尿
病、認知症など全身疾患と深く関わっています。
　熊毛郡歯科医師会では、80 歳で 20 本以上の
自分の歯を残す 8020 運動の推進や、歯科疾患の
予防等によるお口の健康づくりを展開していま
す。
　症状が無くても、定期的に歯科健診を受け、か
かりつけ歯科医を持ち、むし歯予防・歯周病予防
に努めましょう。また、在宅で寝たきりなど、ど
うしても歯科医院の受診ができない方のために、
歯科医師が訪問し、歯科診療を行う事も可能です
ので、かかりつけの歯科医院にご相談ください。

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
〝
昔
〟
の
写
真
展

　

宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
50
周
年
イ
ベ
ン
ト
の
一

環
と
し
て
、「
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

〝
昔
〟
の
写
真
展
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

展
示
し
て
い
る
写
真
は
、
一
般
の

方
々
か
ら
お
寄
せ
頂
い
た
も
の
で
す
。

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
50
年
の
歩

み
を
感
じ
る
懐
か
し
い
光
景
や
景
色

が
収
め
ら
れ
た
写
真
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
50

年
の
歴
史
年
表
と
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
で
初
め
て
打
上
げ
が
行
わ
れ
て

い
た
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
Ｓ
Ｂ-

Ⅱ
Ａ
の
模

型
も
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
歴
史
を
感
じ
る
写

真
展
を
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

50
周
年
記
念
ロ
ゴ
の

　
　
　
　
　

制
定
と
利
用
に
つ
い
て

　

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
で
は
、
50

周
年
記
念
事
業
を
広
く
知
っ
て
頂
く

こ
と
を
目
的
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
（
4
色
）

を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ロ
ゴ
は
、
種
子
島
で
事
業

を
営
む
方
に
対
し
て
、
商
品
へ
の

貼
付
け
な
ど
に
無
償
で
利
用
い
た

だ
け
る
枠
組
み
を
設
け
て
お
り
ま

す
。
利
用
に
関
す
る
詳
細
な
情
報

は
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
管
理

課
広
報
係
（tane-koho@

jaxa.
jp

）
ま
た
は(0997-26-2111

）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
打
上
げ
予
定
日

　

平
成
30
年
６
月
11
日
（
月
）

■
打
上
げ
予
定
時
刻

※
13
時
00
分
～
15
時
00
分

■
打
上
げ
予
備
期
間

平
成
30
年
６
月
12
日
（
火
）
～

７
月
11
日
（
水
）

※
打
上
げ
当
日
は
、
宇
宙
科
学
技

術
館
お
よ
び
施
設
案
内
ツ
ア
ー
は

臨
時
休
館
・
運
休
し
ま
す
。

小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」

　

平
成
26
年
12
月
3
日
に
種
子
島

宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ

ケ
ッ
ト
26
号
機
に
よ
っ
て
打
ち
上

げ
ら
れ
た
小
惑
星
探
査
機
「
は

や
ぶ
さ
２
」
が
、
平
成
30
年
６
月

21
日
～
７
月
５
日
に
Ｃ
型
小
惑
星

「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」
に
到
着
す
る
予

定
で
す
。
詳
細
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）
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戸 籍 の 窓
平成 30 年５月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
日付 名前 集落

4/4
迫田　健彦 美　座

鎌田　理奈 竹屋野

4/13
八汐　寿 竹屋野

中目　美由紀 竹屋野

4/24　
田中　佑哉 浜津脇

川久保　弥咲 鹿児島市

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

4/19 立石　悠
ゆう

健太・咲良 伏之前

4/19 岩崎　達
たつひさ

央 隆一・美帆 伏之前

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

3/31 冨　静雄 二十番 80 歳

3/31 日髙　和成 中　田 63 歳

4/2 上田　ミツヱ 中　山 91 歳

4/4 鮫島　フヂ 上　方 99 歳

4/5 熊本　アキヨ つまべに苑 96 歳

4/9 日髙　ミサ 坂　元 100 歳

4/11 下村　文子 畠　田 69 歳

4/14 鮫島　ミサ 上　方 98 歳

4/16 池田　ヒサ 伏之前 82 歳

4/17 平田　オリヱ 満足山 88 歳

4/17 冨樫　フミ子 松　原 94 歳

4/18 石堂　孝一 中　山 66 歳

4/18 向井　満里子 原之里 69 歳

4/20 田畑　八重能 旭　町 98 歳

4/20 朝熊　ヨシ 竹屋野 85 歳

4/23 梶居　ユリ 梶　潟 95 歳

4/27 田元　トミ子 大　平 83 歳

4/26 日髙　明博 郡　原 65 歳
4/29 清水　喜久美 塩　屋 71 歳

婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
日髙 勉　  （坂　元）　田元　止　 （大　平）
山下　孝二（浜津脇）　朝熊　栄吉（竹屋野）
鮫島　二夫（上　方）　日髙　優作（上　方）
山口　睦子（満足山）　石堂　政美（鹿児島市）
石堂　孝志（中　山）　徳永　慶子（旭　町）
池田　勝宜（伏之前）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,058 人 (   67) 出生 3 人

男　性 3,838 人 (   53) 死亡 21 人

女　性 4,220 人 (   14) 転入 113 人

世帯数 4,297 戸 (   36) 転出 30 人

※（　）は前月との比較（４月末現在）

火事・救急
火事・救急 ( 町内）　4 月中

火　事 5 件 うち建物 2 件

救　急 29 件 うち急病 23 件

交通事故
交 通 事 故 町内 島内

発生件数 2 件 ( 0) 10 件 ( -5)

死 者 数 0 件 ( 0) 0 件  ( 0)

負傷者数 2 件 ( -1) 10 件 ( -7)

※平成 30 年 4 月、(　) は前年同時期比較

優雅に泳ぐ鯉のぼり
　　４月 19 日に満足山集落グラウンドに鯉のぼりが
設置されました。
　本年度、集落長を中心に寄付を募って鯉のぼりを揚
げようと役員内で話が決まり、集落内に声をかけたと
ころ、合わせて４セットの
鯉のぼりを寄贈していただ
きました。中には 20 数年
ぶりに泳ぐ鯉もあり、久々
の青空を気持ちよさそうに
泳いでいました。
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「なかたねお知らせ版」　６月１日～ 30日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事
1（金）

～ 8（金）
集団検診
結核検診

14（木）ぽかぽか教室 13:00~

15（金）母子手帳交付 13:00~

16（土）おやこ食育教室
9:00 ～　対象：増田小学校

21（木）乳幼児健診

27（水）

・マタニティー教室（沐浴）
保健センター 18:15~

・マタニティー教室（お産・母乳）
種子島産婦人科医院 13:00~

29（金）母子手帳交付 13:00~

乳幼児健診
保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

3 ～ 5 か 月 児 09:00~09:15 H30. 1.19　～　H30. 3.20 

もうすぐ 1 歳児 9:30~ 9:45 H29. 6.17　～　H29. 7.31

1 歳 6 か 月 児 12:45~13:00 H28. 9.15　～　H28.12.20

2 歳 児 12:45~13:00 H28. 4.21　～　H28. 5.31

予防接種　
接種場所は各医療機関となります。

接種種類 接種期間 接種可能対象者

MR 混 合
1 期 5 月 28 日～ 6 月 2 日

生後 12 か月～ 24 か月

MR 混 合
２ 期 H24.4.2 ～ H25.4.1

日 本 脳
炎 １ 期 6 月   4 日～ 6 月   9 日

6 月 18 日～ 6 月 23 日

H25.4.2 ～ H27.4.1

日 本 脳
炎 ２ 期 H20.4.2 ～ H21.4.1

四種混合 6 月 11 日～ 6 月 16 日 生後   3 か月～ 90 か月

B C G 6 月 25 日～ 6 月 30 日 生後   5 か月～ 12 か月

※今回ご案内していない接種可能対象者で、接種を希
望される方は、保健センターへお問い合わせください。

行事・イベントなど
日 行　事

10（日）中種子町消防操法大会

13（水）町議会初日～ 20 日まで

16（土）
シネマクラブ上映会「ゆずの葉ゆれて」

【種子島こりーな】

23（土）中央公民館図書室おはなし会 10:30 ～

24（日）
・第 2 回種子島地区スポーツ少年団競技
別交歓大会【各施設】

・第７回種子島地区合唱祭

29（金）熊野海水浴場海開き

30（土）
第 59 回県民体育大会熊毛地区大会

（ゴルフ）

包括支援センター　介護予防事業
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館

公立種子島病院（㉖ 1230）
各科 診察日

眼 科 4（月）、5（火）、18（月）、19（火）

耳鼻咽
喉 科 14（木）、28（木）

整 形
外 科 毎週火曜日

消化器
外 科 毎週月曜日（午後）、火曜日、水曜日（午前）

小 児
外 来 毎週火曜日（午後）、木曜日（午後）

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

3（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

10（日） 公立種子島病院 ㉖ 1230

17（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

24（日） 田上診療所 ㉗ 0325

子育て支援センターおひさま（保育所内）
未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場　所

1（金） 幼児学級（1 ～ 2 歳児）
父の日制作 伏之前団地集会所

5（火） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
父の日制作 伏之前団地集会所

8（金） 幼児学級（3 ～ 4 歳児）
父の日制作 伏之前団地集会所

19（火） 赤ちゃん教室（1 歳未満）
袋あそび 保健センター

22（金） 幼児学級（1 ～ 2 歳児）
七夕制作 伏之前団地集会所

29（金） 幼児学級（3 ～ 4 歳児）
七夕制作 伏之前団地集会所

中央保育所園庭開放日
第 2・第 4 月曜日　10:00 ～ 11:30

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご了承ください。
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島の四季彩
ネジバナ（ラン科）

【漢字表記】捩花
【別名】モジズリ（捩摺）
【分布】北海道～九州・大隅諸島、

　極東～中国（中部～北部）～
　朝鮮・ヒマラヤ

【生育地】日当たりのよい芝生や丈の低い草地
　和名は花序が捩じれていることによります。日当
たりのよい芝生や草地に生育する多年草です。春～
夏、高さ 10 ～ 30cm の花茎の先の方に淡紅色 ( 稀に

白色 ) の可愛らしい小花が列をなして横を向いて咲き
ます。和名のとおり、花序はらせん状に捩じれており、
右巻きのもの、左巻きのものの両方あります。なか
には途中で逆転するものやほとんど捩じれていない
ものもあります。多くの在来の植物が減少している
昨今、ゴルフ場や都会での芝生や草地の造成が進ん
でいる環境下で、個体数や群の増加が指摘されてい
ます。しかし、それらの個体がもともとその地にあっ
たものかどうかは DNA などの調査が必要です。芝生
と一緒に運ばれてきた可能性が大きいと思われます。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

屋久島→種子島
7:00 7:50

10:00 10:50
12:00 12:50
16:00 16:50

種子島→屋久島
9:40 10:30

10:55 11:45
12:10 13:05
17:40 18:30

■　夏　ダ　イ　ヤ　■
平成 30 年 3 月 10 日～平成 30 年 9 月 17 日

鹿児島→種子島
7:30 9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
9:10 10:45

10:20 11:55
13:00 14:35
16:00 17:35
17:00 18:35

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
15:00 16:05

種子島→鹿児島
7:00 8:35
8:00 9:35

9:40 宮之浦 12:35
11:05 12:45
13:05 14:40

15:00 指宿 16:55
17:05 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房発着
◎は 4 月 28 日（土）～ 5 月 6 日（日）

8 月 4 日（土）～ 8 月 19 日（日）の期間のみ運航

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

◎

◎

◎

◎

e-Tax のメリット
①税務署へ出向くことなく、イ
ンターネットを利用して申告、
申請、届出、納税などの手続を
行うことができます。
②申告書、申請書、添付書類な
どをインターネットを利用して
提出できるため、ペーパーレス
化につながります。
③書面で提出した場合より、還
付金が早く受け取れます。
④マイナンバーに係る本人確認
書類の提示または写しの提出が
不要です。
⑤納税証明書の交付請求手数料
が書面請求の場合よりも安価で
す。
詳しくは、e-Tax ホームページ
■お問い合わせ先　
　種子島税務署㉒ 0440


